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1 愛の往復書簡 ｱﾍﾞﾗｰﾙとｴﾛｲｰｽﾞ 12世紀　1741年認許 1 たまかき書状 たまかき 寛正4年（1463）
《第2書簡》　ｴﾛｲｰｽﾞ⇒ｱﾍﾞﾗｰﾙ 横綱 　　このほとなしみ申候ほとに、すこしの物おは、ゆうせいのかたみにも、
　妻という呼称の方がより尊く、面目が立つように思われるかもしれません みまいらせたく候、給候ハ、いかほと御うれしく思まいらせ候、返ゝこのよし
が、私にとっては愛人という名の方がいつだってずっと甘美に響いたもの まんところとの(政所殿)へも、申まいらせ候、ゆうせいの物、人しり候まゝ
でした。お気を悪くされないなら、妾あるいは娼婦と呼ばれてもよかった みなみなまいらせ候、このにんきのまゝ、給候ハ、いかほと御うれしく候、
のです」、「(皇帝ｱｳｸﾞｽﾄｩｽの)皇后であることよりも、あなたの情婦とみな あなかしく、 たまかき　　　くもん所とのへまいる
されることの方が、私にとっては喜ばしい」岩波文庫　沓掛良彦・横山安由美　訳 　　　　　一しろいこそて　一
ｐ108,109 と、結婚の桎梏を意識しつつ二人の関係の純粋性を表現している。 　　　　　一つむきのおもて　一
　「あなたからなおざりにされ、忘れさられてしまい、いらっしゃってお話に 　　　　　一ぬのこ　一
よって元気づけていただくことも、いらっしゃらなくてもお手紙で慰めていた 　これ三の事ハ、ゆうせいのかたミにもみせられ候ハ、いかほと候うれしく候
だくこともまるでかなわないありさまなのは、いったいなぜなのですか。」
同　ｐ113　　「うら若いこの身を過酷な修道生活の中に閉じ込めたのも、信仰心   室町中期の備中新見庄は、【幕府方＝相国寺】と【領家方＝東寺】に
からではなく、ひとえにあなたのご命令あればこそでした」、「神への愛から 分割支配されていた。年貢は主に相国寺へ納めていたが、関係者は私腹
行ったことなど、何ひとつないからです。神のみもとへ邁進されるあなたの 肥やしていた。怒った農民らは土一揆で代官を追放、東寺に直接支配を
後を、私も修道服をまとって追いかけました」　p115 要求する手紙を送った。東寺は代官として僧祐清（ゆうせい）を派遣した。

その祐清の身の回りの世話をしていたのが「たまがき」という女性。祐清も
《第3書簡》　ｱﾍﾞﾗｰﾙ⇒ｴﾛｲｰｽﾞ 年貢の取り立てを厳しくし、滞納する名主を罷免したため恨まれた。着任
　　「今は娘たち(修道院内の女性たち)を世話しておられるなら、それで十分だ １年後の寛正4年（1463）、斬り殺された。
と思われるのです。ですが、あなたの謙虚な心にはそう思われず、神に関する 　　たまがきは、祐清の葬儀や後片づけをし、東寺に報告の手紙を書いた
ことで、文書に書かれた形での私の指導が必要だというのなら、望むところに
関してお手紙をください。」 同　p121,122 と野暮な返書。

《第4書簡》　ｴﾛｲｰｽﾞ⇒ｱﾍﾞﾗｰﾙ
　　ｴﾛｲｰｽﾞは「あなたと分かち合った愛の喜び---それは欲望をかきた
ててやみません。眠っているときでさえも、その幻影がつきまとってき
ます」 同　ｐ150　「燃えたぎる情欲が、それはそれは激しく肉体を燃え上
がらせる始末です」同　p152　「どうかそんなに私をかいかぶらないで
ください。----私が強いなどとは思わないでください。あなたの腕に
飛び込むよりも先に、よろめいてしまうかもしれません」同 p154　、　「私は
私の弱さを告白します。勝利に向かって戦うつもりはありません」同 p157、と。

2 狭き門　　　 ｱﾝﾄﾞﾚ･ｼﾞｲﾄﾞ　　(仏)　　 1909年 大関 2 野菊の墓 伊藤左千夫 明治39年
　私(ｼﾞｪﾛｰﾑ)は、従姉ｱﾘｻを昔から慕っており、結婚したいと思っていた。 　　政夫から民子への手紙　　　　　それでも僕は十六日の午後になって、
彼女はそれを気づいていたが、(彼女には、自分の母は不倫出奔してい   何とはなしに以下のような事を巻紙巻紙へ書いて、日暮に一寸来た民子
ることからと思われるが)結婚を避けたいと思っているようだった。私から に僕が居なくなってから見てくれと云って渡した。
のﾌﾟﾛﾎﾟｰｽﾞにｱﾘｻは、「あなたは思い違いをしているのよ。あたし、そん 　『朝からここへ這入ったきり、何をする気にもならない。外へ出る気にもな
なにたくさんの幸福は要らないの。このままであたしたちは充分幸福 らず、本を読む気にもならず、ただ繰返し繰返し民さんの事ばかり思って
じゃなくって？」　岩波文庫　川口篤訳　p53　と素っ気ない。その後私は、ｷﾞﾘｼｬ 居る。民さんと一所に居れば神様に抱かれて雲にでも乗って居る様だ。僕は
に言語調査の公務がありしばらく故郷ﾙ･ｱｰﾌﾞﾙを離れた。その間、彼女は どうしてこんなになったんだろう。学問をせねばならない身だから、学校へは
縁もないﾊﾟﾘの療養所で暮らすのを選択し、欝を昂じらせて他界した。 行くけれど、心では民さんと離れたくない。民さんは自分の年の多いのを気
　やがて公証人経由で、ｱﾘｻの日記が私のもとに送られてきた。そこには、 にしているらしいが、僕はそんなことは何とも思わない。僕は民さんの思うと
哀切あふれる心情が綴られていた。それを本心であったのだ。今までとは おりになるつもりですから、民さんもそう思っていて下さい。明日は早く立ち
まったくことなるものだった。――《何度も虚空に向かって私ｼﾞｪﾛｰﾑの ます。冬期の休みには帰ってきて民さんに逢うのを楽しみにして居ります。』
名を呼んだこと、ｼﾞｪﾛｰﾑからの手紙をずっと待ち続けたこと、全身 　　十月十六日
全霊でｼﾞｪﾛｰﾑを求めていたこと》――これらは私ｼﾞｪﾛｰﾑがｱﾘｻに求め 民子様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　政夫
たのと全く同じだった。私(ｼﾞｪﾛ-ﾑ)はそれを知って涙が止まらなかった。
『ｼﾞｪﾛｰﾑが言うように、初めは、私（ｱﾘｻ)に対する愛が彼を神に導い
たとしても今はその愛が、邪魔をしているのだ。ｼﾞｪﾛｰﾑは私にかか
ずらい、神よりも私(ｱﾘｻ）を大事に思い、私は彼の偶像となって、彼
が更に深く徳の方へ進むことを妨げているのだ。二人のうち、せめて
どちらかが徳に達しなければならない。----』　同　p196

　　 　
3 片恋　　　　　 ﾂﾙｹﾞｰﾈﾌ(露)　二葉亭四迷訳 明治29年 関脇 3 良寛と貞心尼 　

　ﾄﾞｲﾂのﾗｲﾝ左岸を旅する私(ﾛｼｱ人)は、たまたまあったﾛｼｱ人兄ｶﾞｷﾞﾝ、妹 良寛和尚(宝暦8年(1758)～天保2年(1831)と貞心尼(寛政10年(1798～明治5年(1867)

ｱｰｼｬと仲良くなった。その後しばらく付き合ううちに、ｱｰｼｬは私に恋をして 　　越後の港町、出雲崎の名主、橘屋の長男、18歳の時、出家し曹洞宗
いるようだった。ﾛｰﾚﾗｲの景色をほめたり、ﾌﾟｰｼｷﾝ詩集を読んだり、踊ったり の僧侶となった。22歳～32歳、岡山県玉島の円通寺の国仙和尚のもとで
と楽しい日を過ごした。そのうちｶﾞｷﾞﾝが私に、妹ともっと話を重ねてやって欲 修行。の結果、悟りを得た。道元禅師の『正法眼蔵』から、仏道は己自身
いというので私たちは別の部屋で逢った。うっとりとしていた彼女は口を少し のためではなく人々を救うためのものと会得する。
開いて額は大理石のように輝いていた。握っていた手を引き寄せると、体は 　貞心尼は、もと長岡藩士奥村五兵衛の娘で、一度医師に嫁いだが５年で
寄り添ってしまった。彼女のｼｮｰﾙは肩からおちて、首はそっと私の胸元へ、 死別。尼の共同生活ののち、福島（長岡市）の閻魔堂に移った。文政10年
もえるばかりに熱くなった唇の先へ来た。ｱｰｼｬは「死んでも可(い)いわ」※と (1827)――良寛70歳、貞心尼30歳――、貞心尼が良寛の書、歌の高名
と言った。聞き取れるかどうかの小声だった。 を聞き、木村家をたずね置手紙にて修行の申し出でをしたのが切っ掛け。
　　　※  ﾛｼｱ語の原文では、「私は (or私の)----」とあるだけになっている 以後、二人は交際する(その態様には諸説あり)。　良寛の臨終直前、
　　　　のを二葉亭四迷はこう訳した。巷間、ここには “I love you“相当の 　【良寛】　いついつとまちにし人はきたりけり　いまはあひ見てなにかおもはむ

　　　　言葉があったとする説があるが、間違いであろう。 　【貞心尼】　 生き死にの境ひ離れて住む身にもさらぬ別れの有るぞかなしき

　　　　類似のエピソードは、翻訳者を夏目漱石に換え、漱石が英訳の講義 　【良寛】　　　うらを見せおもてを見せて散るもみぢ

　　　　中に、”I love you"を直訳する愚を指摘し、「むしろこういうときは『月が 　【貞心尼】　　来るに似てかヘるに似たり沖つ波　　

　　　　きれりですね』と訳すべきだ」と話したという“伝説”があるが、誰かの ――　貞心尼は歌の指導で良寛のもとへ修行と語られることが多く、禅
　　　　作り話であろう。すくなくとも漱石にそんな著述はない。 の指導のことでは目だっていないが、『蓮の露』のなかではうかがえる。

　

4 あしながおじさん ｼﾞｰﾝ・ｳｪﾌﾞｽﾀｰ (米) 1912年 小結 4 和泉式部日記 和泉式部 長保5年(1004)頃
　ｼﾞｮﾝ･ｸﾞｰﾘｱ孤児院のｼﾞｭﾃﾞｨ・ｱﾎﾞｯﾄ14歳は明るくて意思のはっきりした女 　式部は、夫橘道貞との冷えた関係の中で、為尊親王(冷泉帝第3子)との
の子。幸運にも奨学金を得て大学に学ぶ機会をｼﾞｮﾝ･ｽﾐｽ理事長から認めら 関係を持つが、ほどなく為尊親王は没。替わってその弟敦道親王からの
れた。条件は手紙を定期的に書くこと。その後の交友関係を通じて、ついに 求愛を受ける場面、
ある人物(ｼﾞｬｰﾋﾞｰさん)から求婚された。理事長とｼﾞｬｰﾋﾞｰさんが同一人物で 『(帥宮様から)これ(手紙)持て参りて、いかが見給ふとて奉らせよ』とのたま
あることに知って驚いた。もちろン求婚を受け入れた。 はせるとて橘の花を(小舎人童が)取り出でたれば、(式部が）「昔の人の」※
『あたし----ほんとにさびしいのよ、ｼﾞｬｰﾋﾞｰさん――でも、これは楽しい と言はれて、(小舎人童が)「さらば参りなむ。いかが聞こえさすべき」と言へ
気持ちのまじったさびしさよ。あたしたちは今度こそほんとうにお互いのも ば、(言ったので、式部は)「言葉にて聞こえさせむもかたはらいたくて、「何か
のになったの、見せかけじゃなく。あたしがとうとうだれかのものになるな は。あだあだしくもまだ聞こえたまはぬを、はかなきことをも」と思ひて、
んて、変ですわねえ？　なんだか実にうれしい気持ちよ。----』、『P.S. 　　薫る香によそふるよりはほとどぎす聞かばや同じ声やしたる
これはあたしが生まれて初めて書いたﾗｳﾞﾚﾀｰです。あたしがﾗｳﾞﾚﾀｰの書 と聞こえさせたり。
き方を知ってるなんて、おかしいでしょう！』 岩波文庫　　遠藤寿子　訳　p280,281 　　※「五月待つ花橘の香をかげば昔の人の袖の香ぞする」（古今集　読み人知らず）

　　　この歌を思い出して、いいじゃないかの気になって、その求愛に応える。

自己犠牲というよりも深層では(ﾗｼｰﾇ、ﾊﾟｽｶﾙを

例示しつつ「ｼﾞｬﾝｾﾆｽﾑ」(純粋への執着)を自認

している。p95,143,146 彼女の「天国への門は

狭い」とする姿勢に戸を叩きつつも、半身はｷﾞﾘ

ｼｬへ逃げている。彼女もそもそも無縁のﾊﾟﾘで没

語りも含む 
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5 赤と黒 ｽﾀﾝﾀﾞｰﾙ　(仏) 1884年 前頭筆頭 5 藤十郎の恋 菊池寛 大正8年初演
　　仏東部ﾌﾞｻﾞﾝｿﾝの田舎町に住む貧しい樵夫ｿﾚﾙの息子ｼﾞｭﾘｱﾝは、なかなか    元禄十年頃のこと、京は四条河原中島にかかる都万太夫座の座元、
眉目秀麗、学業優秀で、神童の誉れ高かった。ﾚﾅｰﾙ町長宅の家庭教師から、 名人と評判の坂田藤十郎でも、最近は江戸からやってきた中村七三郎
町長夫人の伝手でﾊﾟﾘ社交界に出て､ﾗ･ﾛｰﾙ侯爵の令嬢ﾏﾁﾙﾄﾞと結婚し、貴族 の人気が急上昇となっているのが気になっていた。これまでの出し物
地位と顕職を手にした。だが侯爵が彼の出自についてﾚﾅｰﾙ夫人へ照会したこと も飽きかかってきているようだった。そこで、今次は近松門左衛門に
に対して、夫人がありていに、彼の"のしあがり方"への不快さを述べたことで、 「大経師昔暦」の戯作を書いてもらい、それを演じることになったが、その
彼は、愛憎、嫉妬、地位への執着、その他さまざまな感情の交錯から、夫人を 場面の中に人妻との不倫の場面があり、それをどう演じたらいいのか
ﾋﾟｽﾄﾙで撃った。だがそもそも夫人が彼を今まで贔屓目に見ていたことの背景 迷っていた。何しろ実際の不倫はきついご法度であり、そんな場面は
には、彼女の彼への愛情、しかもそのﾌﾟﾛｾｽの中でﾏﾁﾙﾄﾞらへの嫉妬とこもごも 日常生活で見聞きするものではなく、まして簡単に役として演じられる
となった複雑な未練もあったのだ。 ものではなかったからだ。そこで藤十郎は、立女形の霧浪千寿を相手に
　幸い夫人は命を取りとめたが彼は捕まり裁判となった。彼は、犯行は怨みに その所作を日々考えたがなかなか分からない。そこで、藤十郎が考えた
よる謀殺であること、貧しい農民の生れで立身出世をしたが今さら同情を乞う のは、実際に人妻と恋をし、そのとき女がどういう気持ちになり、どういう
つもりはないこと、死が当然の報いであることを淡々と語った。彼の恬淡とまた 表情をし、そういう所作をするかを捉えてみたいというものだった。そこで、
毅然として語る姿に傍聴人は胸を打たれたが、その後も夫人は彼のもとに来た。 なかなかの美貌の持ち主、芝居茶屋の宗清の女房お梶を相手に恋路
彼は過去のことをしみじみ思い出すことができた。『あのｳﾞｪﾙｼﾞｰの森を散歩 に誘った。座の離れ座敷にいたる長い廊下の隅で、何か書き物を手に
していたとき、わたしはずいぶん幸福になれたものを、あのときは激しい 悩む姿を見せながら、お梶を待った。そし彼女を呼びとめ、別室に誘った。
野心がわたしの心を空想の国の方へひっぱって行ったのです。わたしの 「のうお梶どの。そなたは、藤十郎の嘘偽りのない本心を、聴かれて、
唇のすぐそばにあったこの美しいかわいい二の腕を胸にじっとおしあてる 藤十郎の恋を、あわれと思わぬか。二十年来、忍びに忍んで来た
こともしないで、未来のことばかり考え、あなたを忘れていた。』　岩波文庫 恋を、あわれとは思さぬか、さりとは、強いお人じゃのう。』
桑原武夫・生島遼一訳　下　p453　　ｼﾞｭﾘｱﾝの判決は死刑となった。ﾏﾁﾙﾄﾞの強い要望 お梶は、最初は戯れ言と相手にしなかったが、流石は役者坂田藤十郎
にもかかわらず彼は控訴しなかった。彼の遺骸はかねてｼﾞｭﾘｱﾝが望んでいた の“演技力”にからめとられてしまい、すっかりその気になってしまった。
山の高峰の小さな洞窟に埋葬された。処刑の3日後ﾚﾅｰﾙ夫人は亡くなった。 お梶は震えながらそれは本心かと訊いた。すると藤十郎もおなじく震え

ながら、『てんごうをいうてなるものか。人妻に言寄るからは命を投
げ出しての恋じゃ』　そして今や後戻りできない、陶然とした絶望感
と淫靡な無力感にひたっていた。藤十郎はお梶のその瞬間、瞬間の
もの言い、表情、所作をしっかと自分の脳裏に焼きつけた。
　さて、その後しばらくして、座内で噂がたった。「藤十郎どのは、今度
の狂言の工夫に悩んだ揚げ句、ある茶屋の女房に恋をしかけ、密夫
の心持や、しぐさの形を付けたということじゃが----」藤十郎の女形の
相方、千寿にもそれは聞こえたようだ。そして役者どうしの酒席となった
とき、藤十郎は千寿にこう切り出した。『千寿どの安堵めされい。藤十郎、
この度の狂言の工夫が悉く成りもうしたわ』
　今やすっかり自身をつけた藤十郎だった。そして、その幕が上がろうと
したとき、奥の楽屋で、｢自害じゃ、自害じゃ｣の声が聞こえた。それが
お梶だということがほどなく藤十郎にもわかった。藤十郎はお梶の遺骸
を見て恐怖におののいた。が、急に気を変えて、「なんの心配なことが
あるものか。藤十郎の芸の人気が女子一人の命などで傷つけられて
よいものか。----さあ、千寿どの舞台じゃ」千寿は「あいのう」と受けた。
藤十郎は一旦舞台の上へ急いだが、また引返して思い決したように
退場した。

6 谷間のゆり ﾊﾞﾙｻﾞｯｸ　(仏)　 1835年 前頭２ 6 不如帰 徳富蘆花 明治34年初演
「私」ﾌｪﾘｸｽ･ﾄﾞ･ｳﾞｧﾝﾄﾞﾈｽはﾌﾞﾙﾎﾞﾝ王家を支持する王党派の田舎遺族の末っ子 　　陸軍中将片岡子爵の娘浪子は、海軍少尉の川島武男に嫁ぎ、幸
として生まれた。郷里のﾓﾙｿｰﾌ伯爵邸での舞踏会で大胆にも、伯爵夫人の美し せに暮らしていた(伊香保温泉での蕨取り)が、もともと彼女は、実家で
い肩にｷｽしてして以来※① 彼女を慕い続けた。※② は継母から疎まれていたという事情があったことに加え、川島家では
　　　　　　※①『かすかに薔薇色を帯びて、生まれて初めて肌を見せたかの 姑が小うるさかった。夫は仕事柄軍艦に乗って家にいないことが多い
　　　　　　　ように、顔をあからめているかと思われる肩、さながら魂が宿っ ので、なかなか窮屈な生活だった。そんな中、彼女は結核を患っている
　　　　　　　ているかのようなういういしい肩――その繻子の光沢をもった のが判明した。こうなると姑は浪子を離縁させようと考えた。ちょうど
　　　　　　　膚は、光を浴びて羽二重のように輝いているのです』　岩波文庫 そこに、千々岩という武男の従兄で彼女に恋慕していた金にﾙｰｽﾞな
　　          宮崎嶺雄　訳　p31　ような肩にｷｽをした。 男と、山木という他人の事情をかき回すのが大好きな商人がいる。
　　　　　　※②『私は、舞踏会以来の気持ちを正直に告白した。　「あなたは 山木の娘は武男のことが好きで、武男・浪子夫婦が離縁した後の
　　　　　　　僕の偶像、神にもまさる崇拝を献げる偶像です。僕のゆりです。 後釜を狙っているようだ。このふたりが母親に結核の恐さを吹聴し、
　　　　　　　生命の花です。」同　p247 離縁をけしかけるものだから、母親(浪子の姑）はいよいよその気
　　夫人は「私」がﾊﾟﾘ社交界での評判をあげていくことに、喜び感じるとともに、 になり離縁話にまで持っていき、浪子の荷物を実家に送り返すまで
一方で私が浮名を流していることに表には表さないが、激しい嫉妬を燃やして する。もちろんそんな動きに武男は反対し続ける。浪子はそれら
いたのだった。(私と英国女性ｱﾗﾍﾞﾙ･ﾀﾞﾄﾞﾚｲとの関係）。夫人はやがて病いを得て、 を見て泣きに泣いた。
床に伏した。彼は駆けつけた。「あなたの思い出のうちに、いつまでも美しい 　　なお話は少しもどって、浪子は結核と判ったからは、片岡中将
気高い女として、それこそ永遠にさきほこるゆりの花のようにいきていた は逗子にもつ別荘で療養生活をしていた（その地にある不動尊の岸

かったですのにｰｰｰ」　同　p405　　彼女から、死後に読んでといわれた手紙を 近き海中に「不如帰碑」がある）。武男は海軍基地横須賀へ行く途中
渡された。その中には、舞踏会での私のｷｽ以来、夫人の私への愛が赤裸々 によく浪子を見舞った。ここで浪子は自分の体調を悲しく語る、
に書かれてあった。「わたしが嫉妬深い女だっていうことはよく申し上げました 『なおりますわ、きっとなおりますわ、――あああ、人間はなぜ
わね」､「あなたはわたくしの心の支配者なのですもの」　同　p430 死ぬのでしょう！　生きたいわ！　千年も万年も生きたいわ！　

死ぬなら二人で！　ねエ、二人で』、『浪さんが亡くなれば、僕
もいきちゃおらん！』　岩波文庫　ｐ102

　結局形は離縁したことになるが、二人の気持ちは変わらなかっ
　全体の寸評 た。武男が戦争で怪我をして佐世保に入院していたときに、浪子は
　「往復書簡集」は、特に第4書簡が、西洋文学で、女性の書いたﾗﾌﾞﾚﾀｰとして最も熱情 武男に差し入れを送っている。その後、武男は一旦横須賀にもどり、
的なものとして名高い。　対して「たまかき書状」は、女が示す、男の身につけていた肌着 それから時局の変化に応じて台湾に向かわねばならなかった。
への女の愛情の深さ、---ちょうど都はるみの”北の宿から”にあるような----纏綿たる 横須を経由して東海道線に乗り、広島･呉に向かった。一方、病気の
情を感じさせる。こんな”纏綿たる”情というのは、西洋文学にはないものだろう。 憂さを消すために、浪子は父中将と媼とともに奈良・京都旅行をして
　「狭き門」のｼﾞｪﾛｰﾑとｱﾘｻの関係は不可解。作品中の表現、「ｼﾞｪﾛｰﾑはｼﾞｪﾝｾﾆｽﾄ※」 いた。ちょうど宇治のあと京都・山科駅まできて、上りの汽車を待
という説明から分かる気もする。(旧教内の少数派：虚弱・薄弱な生き方が好きのよう) っているとき、汽車の発車寸前、向かいに下りの汽車に武男が乗って
これに対して、「野菊の墓」の正夫と民子の恋は、淡いというか、気の抜けたラムネの いるのを見た。『浪子は窓の外にのびて上がりて、手に持てるすみれ
ようなものか？　漱石が激賞したといわれているが、もともと漱石作品にはラブシーンは、 色のハンケチを投げた』　同　p211　『武男は狂えるごとくかのハン
ほとんどない。また、和泉式部の感性はみずみずしい、花の香にかこつけて愛を表現す ケチを振りて、何が呼べると見つ』　同　p211

るのは一以貫之の主義のよう。一方、ひどい男もいるものだ。「赤と黒」のｼﾞｭﾘｱﾝは、 　やがてこれを最後に二人の邂逅はなく彼女は儚い人となった。その
”愛情半分、偽り半分”の男、それがいつしか法廷のﾋｰﾛｰになっている。　日本側にも 最期の病床で浪子は加藤子爵夫人に、武男にと託して手紙を手渡した。
ひどい男がいる。坂田藤十郎は、”全部うそつき”の悪者。その冷たい言葉は、この 台湾での戦役から還った武男はそれを読んだ、『もはや最後も遠か
「台詞」に極まる。「谷間の百合」はなかなか歯の浮くような台詞だ。イライラするような らず覚え候まま一筆残しあげ参らせ候　今生にては御目もじの節
場面だ。対して、同じくイライラするような代表格は「不如帰」。　不思議なのは、「不如 もなきことと存じおり候ところ天の御憐みにて先日は不慮の御目
帰」の武男は、周囲の者らの示唆から、愛する夫婦なのに離婚せざるを得なくなった、 もじ申しあげうれしくしかし汽車の内のこととて何も心に任せ申さず　
とある。本当か？　武男は帝国海軍少尉か。別れた後は、日清に向かうはず。　京都・ 誠に誠に御残り多く存じ上げ参らせ候』　同　p225

山科駅で、二人は偶然行き交う列車の窓で再会した。浪子がとっさに投げたハンケチ
はその後別れの小道具となった。

語りも含む 
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